	県退職者いちょう会
　　いちょう会ニュース
ＮＯ．１２７　２０２１年１月１日　　発行人　大久保　光夫
横浜市中区日本大通り１　　☎　045-201-2961


	  　　　安倍・菅政権の
目指すものとは何か


新年明けましておめでとうございます。今年一年が会員の皆様にとって良き年となりますよう願っています。
さて、二〇二〇年九月一六日、菅内閣が発足しました。
一か月後、菅氏の主要施策（コロナと経済の両立、携帯料金、デジタル庁、地方応援など）を書いた本「政治家の覚悟」の改訂版が文春新書として発売されました。特徴は「政府があらゆる記録を克明に残すのは当然で、議事録は最も基本的な資料です」と公文書管理の重要性を訴えた「章」が削除されたことです。
菅政権が最初にやったことは、日本学術会議の会員候補のうち六名の任命拒否です。そしてその理由や経過については「人事」を理由に説明を逃げています。
これを菅総理と一体となって行ったのは「杉田官房副長官」と言われています。彼は東大卒、神奈川県警本部長、警察庁警備局長（サリン事件を担当）、内閣情報調査室、内閣危機管理官などを歴任し、警備・公安畑を歩いてきました。
杉田氏は二〇一二年から官房副長官として安倍内閣を支え、二〇一七年からは「内閣人事局長」を兼務して各省庁の幹部人事を握りました。二〇二〇年の「黒川検事長の定年延長」を決めたのも、当時の菅官房長官と杉田官房副長官だと言われています。そして日本学術会議の会員任命拒否問題です。
安倍・菅政権で何が
Ａ　日銀の黒田総裁や年金財源を使い、国債の引き受けや企業の株を大量に買い付け、アベノミクスを演出し、東証一部の一八三〇社で公的マネーが「大株主」になっています。
Ｂ　内閣人事局を作り、各省庁の幹部人事権を握り、「忖度」官僚を作っています。
Ｃ　黒川検事長を検事総長にし、検察庁を支配しようとしたが、賭け麻雀がばれて、これは失敗しました。
Ｄ　日本学術会議の人事に介入し、組織見直しと称し、井上担当相は「研究成果の軍民両用を検討するよう」促しています。
　これまでの「独立性」や「中立性」を否定し、あらゆるものを肥大化した「内閣府」に従属させようとしているのではなでしょうか。

　　　　　　　（大久保光夫）

新春のつどい

今年はコロナ感染防止のため中止としました。
泉岳寺周辺を歩く
いちょう会レク
十一月二四日
いちょう会のレクレーションとして「大人の遠足　泉岳寺周辺を歩く」を開催し、会員十三名が参加しました。
集合場所の「高輪ゲートウェイ駅」は全体が体育館の屋根に覆われたような斬新なつくりでした。
泉岳寺では浅野内匠頭と夫人の瑶泉院の墓にお参りし、いよいよ四十七士の墓へ。墓は、討入り前に自決した人を含め四十八基ありました。
大石内蔵助はじめ十七名が切腹した肥後熊本藩下屋敷跡は、寺から一〇分程の場所でした。
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その後、大久保彦左衛門の菩提寺「立行寺」に移動し、墓にお参りしてきました。

参加者　井一光義さん
「泉岳寺は、忠臣蔵でなじみの深い寺ですが、訪れたことのなかった史蹟。実際に四十七士の墓を目にすると、映画や芝居にはない壮絶感を強く感じました。」
　参加者　若生彦治さん

「泉岳寺には浅野内匠頭と赤穂義士の墓がある。仇討の原因は将軍に絶対服従を求められた社会での吉良上野介の苛めっ子説があるが…。元禄十五年十二月十四日深夜（一七〇三年）、雪積る炭小屋から引き出された吉良氏、勝鬨を上げる義士の映画のシーンが思い出された。」
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　退職予定者説明会は中止
　今年の退職予定者説明会は、コロナの感染を防ぐために開催されないことになりました。いちょう会では、新規会員獲得のために、加入を呼びかける資料を作成し、県当局を通じて退職予定者に配布するよう準備しています。
　次の「大人の遠足」は
　コロナ感染予防に努めながら、横浜港周辺を散策し、「不審船」の見学や、「海外移住」の歴史を学びます。
　詳しくは、チラシをご覧ください。

　　
　謹　賀　新　年
　今年もよろしくお願いします
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃
　　副会長　　　永井碩夫
　　　　　　　　鈴木則之
　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　保坂由文
　　会　計　　　滝沢　章
　　常任幹事　　金子照雄
　　　　　　　　大野和二
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　中山政一
　　　　　　　　内海義幸

　　会計監査　　熊谷一男
　　　　　　　　和田聡子
　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
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[映画から社会を見る⑭]
韓ドラ時代劇から現代の正義を考える
  趣向を変えて映画ではなく、韓国の時代劇テレビドラマを取り上げたい。５００年続いた朝鮮王朝、第１９代王の時代一八世紀末に生きたトンイ（同伊）という実在した女性のサクセスストーリーである。タイトルも「トンイ」（２０１０年。ＮＨＫでも放送）でＤＶＤでは３０本の長編である。トンイの父と兄は身分社会の最下層賤民の秘密組織のリーダーだったが冤罪で殺され、彼女も罪人の子として官憲から追われる境遇であった。幸い雑用係として宮廷に入り、功績をあげ女官に大抜擢される。王朝時代の三大悪女といわれた王の側室ヒビンは、正義感が強く、人には優しいが、不正を暴き、そのために何度となく逮捕されたり殺されそうになっても闘い続けるトンイの排除に躍起となる。
ハラハラドキドキの連続だが王とは知らず犯罪追及の場面で知り合った王とトンイは街の居酒屋で王は民の実情を知りたいと願い、トンイは真実を語る。友情に満ちた対話が楽しい場面である。不正の証拠を握ったトンイが手傷を追って地方に逃げ、宮廷に戻ったトンイは無実で宮廷を追われた王妃を復権させ、そのあと王の側室になる。その後も前身を暴かれて７年間宮廷を離れるが、トンイは王族としての権力を担い、女官の取り締まり部署を統括する。王とトンイの対話は宮廷の庭園で続けられる。名君といわれる第２１代王英祖の母であった女性トンイの半生を描く実に面白く楽しめる傑作ドラマである。名演出家イ・ビョンフンの物語展開に圧倒されながら、正義とは何か、真実とは何か、日本には企業内身分社会があるではないか、を考える機会でもあった。お子さんや高校生以上のお孫さんにもぜひ進めてほしい。
　　　　　　（緑川芳樹）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
ゆく秋の日差し集めて軒下にルビーの如き数珠珊瑚燃ゆ
一筋の光たづさへ渡しゆく蜘蛛のサーカス眺めてゐたり
西瓜にもコロナの如き病あり昨日はみどり今日の鈍色
わが庭にひとつばたごの小花ゆれ種さづかりし寺をしのはむ
仏桑華の風に落ちたる一輪をコップに移し巣籠もる部屋へ
盆栽の引き取り乞はる電話口デイケアにゆく決断を聴く
蝶道を描き飛び交ふ夏の庭あげはは蜜柑にもんきは薔薇へ
薄色のほたるぶくろの心悲し土着にあれど追はれる今は
みごもりの支度始めむ夏の木木花芽つけよと寒冷紗張る
プレミアの付くるギフトを購へど巣籠りゐれば萩の花散る
　私たちは今
会員のお便り
　「学ぶ楽しみ」
　　　　北詰隆美（茅ヶ崎市）
　自作の俳句を筆で書いてみたいと、近くの書道教室に軽い気持ちで入門した。習字など小学生時代に触った事すら覚えのない世代である。
　しかし、先生の巧みな指導で三年目を迎えている。字の上手さではなく書について様々な知識を得ることとなった。今更ながら、習うこと学ぶ楽しさを痛感している。書のほか、俳句、太極拳、ヨガの指導をいただき忙しく過ごしています。
「近況です」
廣田佳治（北海道）
　もうじき退職して十年を迎えようとしています。五年前に北海道の実家に戻りました。
　ありがたいことに、直後には地区の学童保育の指導員の職を得ました。毎日、新型コロナ感染予防のための消毒作業と子どもの健康チェックに追われながらも、子ども達と賑やかに過ごしています。

　また、自治会の事務局長を任されたり、多機能型小規模介護事務所の運営委員会の委員長やら、町教育委員会のコミュニティスクール委員として活動しています。
　「コロナ禍で思わぬ近況に」
内海義幸（横浜市）
　再任用も三月で終わりましたが、労働センター所長から、労働相談や組合関係のベテランが減っているので、後進育成のため、二分の一非常勤を頼まれ、心配だったこともあり、引き受けました。ところがコロナ禍で職員半数が在宅勤務のもと、相談が激増、後進育成どころでなく、やっと最近、後進育成に動けるようになりました。昨年来、労働審判員も引き受け、連合ユニオンの手伝いもあるので、休みは増えましたが、思ったより忙しい日々を過ごしています。
「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します
・字数　一五〇～二〇〇字
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫

　分庁舎建替え工事
　県庁本庁舎正面に位置する「分庁舎」の建替え工事が、コロナ禍の影響で遅れていましたが、今春完成の見込みとなりました。
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　訃　報
　　ご冥福を
お祈りいたします
　
　　　　小林一三さん　　　
　　　　丸山　清さん
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『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・原稿締切は一月十五日

